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「
敬
老
の
日
」

祝「敬老の日」

今月の第3月曜日、9月20日は「敬老の日」です。

長年、社会に尽してきたお年寄りを敬い、長寿を祝う日として昭和39
年に設けられ、今年で40年目を迎えます。
この間、お年寄りを取り巻く環境は、時代とともに大きく変わって

きました。
しかし、どんなに時代が変わっても、今ある社会を築いてきたのは、

その時代のお年寄りにほかなりません。
そんなお年寄りに対する感謝と敬意の気持ちを、この日一日、一緒

に楽しく過ごしたり、電話したりすることで表現してみませんか。

年
齢
を
問
わ
ず
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
全
国
大
会
に
、
市
内
か
ら
2
人
の
選
手
が
出
場
し

ま
す
。

い
ず
れ
も
市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
所
属
す
る
城

川
　
實
さ
ん
と
富
永
泰
造
さ
ん
。
共
に
県
大
会
な
ど
で
の
好
成

績
が
認
め
ら
れ
て
県
代
表
に
選
抜
さ
れ
、
10
月
の
「
第
17
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭(

福
井
県)

」
で
精
鋭
5
0

城川
しろかわ

實
みのる

さん
（須玖北）70歳

冨永
とみなが

泰造
やすぞう

さん
（須玖南）71歳

「
健
康
で
長
生
き
」
は
万
人
の
願
い
で
す
。
し
か
し
現
実
に

は
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
百
歳
の
石
川
さ
ん
は
、
自
ら
の
精
神
力
で
健
康
を
保
ち
続

け
て
き
ま
し
た
。

健
康
は
恵
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
自
分
で
勝
ち
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、「
健
康
で
長
生
き
」
を
目
標
に
、
日
々
ス
ポ
ー
ツ

に
励
む
地
域
の
高
齢
者
を
紹
介
し
ま
す
。

祝「敬老の日」

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
若
さ
の
秘
訣
」
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3 新100歳、おめでとうございます
今年、めでたく100歳となられた平田台の石川定夫さんを紹介します。
石川さんは、明治38年、八女

や め

郡
ぐん

矢部
や べ

村
むら

に生まれ育ち、大工一筋に生きてきました。
春日市には17年前に移り住んで来ましたが、今日までずっと元気に過ごしています。
そんな石川さんの「健康で長生き」の秘訣を探ってみました。

石川さんは、歩く時に杖
つえ

を使う以外、日常生活に何の不自由
もなく、次男の久芳

ひさよし

さん家族と一緒に暮らしています。
数年前まで、老人会の仲間と近くの広場でゲートボールに興じて
いましたが、今は、もっぱら花つくりの毎日です。
さっそく本題の健康について伺うと、話は大工の修行時代に遡

さかのぼ

ります。
「17歳で弟子入り。親方のうちに住み込み、朝は4時起きで道具の点検やのみ・カ
ンナ研ぎ。食事はいつもそこそこに済ませる厳しい修行時代を送りました。そんな食
生活がたたって胃腸を悪くした経験から、修行を終えてからは人一倍食事に気を配り、
毎食ご飯とおかずは2杯までと決めました。以来このかた胃腸を病んだことがありま
せん」。自ら確立し80年間守りつづけた食事の習慣をすらすらと語って聞かせるその
顔に、健康に対する人一倍強い決意と自信があふれています。
さて、厳しい修行を耐え抜き、晴れて一人前の大工となって独立したのが21歳。そ
れから60年間にわたって石川さんは家を建て続けてきました。八女地方には、今でも
自分の建てた家がたくさん残っており、それが石川さんの誇りでもあります。
今では、悠々自適の毎日で、食事はいつも久芳さんの妻良子

よしこ

さんの手料理です。
「昼食に焼酎の氷割り一杯、夕食に燗酒の一合が欠かせません。これが楽しみで」と
笑顔がこぼれます。
そんな石川さんに一つだけ止められないことがあります。それは生醤油

きじょうゆ

です。「食
卓での醤油のかけすぎが体に悪いことは百も承知しています。嫁も気遣ってくれます
が、やっぱり冷奴

ひややっこ

とソーメンのつゆの中には、たっぷりかけないと」とこだわります。
妻は早くに亡くしていますが、16人の孫にも恵まれ、面倒を見てくれる家族の思い
やりのおかげで幸せな日々を送っています。
帰り際、これからの100年に向けての抱負を問うと「人手をとらずに、健康に生き
ていけたら、ほかに何も望むことありません」
明治生まれの人らしく、厳格で規律正しく、気骨のある生き方に触れました。
いつまでもお元気で！

0
人
と
対
戦
し
ま
す
。

二
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は
、
当
時
、
老
人

会
が
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

も
う
か
れ
こ
れ
10
年
近
く
実
績
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

8
月
25
日
、
本
番
に
向
け
て
地
域
の
メ
ン
バ
ー
と
練
習
に
励

む
二
人
を
見
学
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
打
順
で
見
せ
る

そ
の
真
剣
な
眼
差
し
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

誰
に
で
も
で
き
て
単
純
な
よ
う
で
、
コ
ー
ス
に
応
じ
た
力
加

減
や
打
つ
方
向
の
正
確
さ
が
要
求
さ
れ
る
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ

の
よ
う
で
す
。

反
面
、
打
ち
終
わ
る
と
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
ジ
ョ
ー
ク
を
交

え
、
互
い
の
出
来
を
褒
め
あ
っ
た
り
慰
め
あ
っ
た
り
。
そ
ん
な

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
に
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
人
気
の
わ
け

が
伺
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
二
人
の
特
訓
は
続
き
ま
す
が
、
本
番
で
の
抱
負

を
問
う
と
、
共
に
「
県
代
表
と
し
て
ベ
ス
ト
10
を
目
指
し
ま
す
。

全
国
の
仲
間
と
の
交
流
も
楽
し
み
で
す
」

快
活
に
笑
っ
て
答
え
る
二
人
の
意
気
込
み
は
、
ま
さ
に
青
春

そ
の
も
の
で
す
。

「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
ん
で
お
年
寄
り

を
敬
愛
す
る
気
持
ち
を
思
い
起
こ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
か
。

身
内
に
限
ら
ず
、
お
年
寄
り
に
対
し
て

は
誰
に
で
も
こ
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一
方
で
、
長
寿
国
と
な
っ
た
今
、
だ
れ

も
が
健
康
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
老
後
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。こ

の
「
敬
老
の
日
」
が
、
そ
ん
な
老
後

の
実
現
に
向
け
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

す
き
っ
か
け
に
も
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

いしかわさだ お

▲自分が育てた花に囲まれて
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市内に居住または勤務する人が対象の教室です。

あなたの健康づくりに役立ててみませんか。

いずれも、申込多数の場合は抽選で決定します。

なお、申込方法などは、随時、市報でお知らせします。

※　定員に余裕がある場合は、市外に居住する人も

受講できます。

問い合わせ先 スポーツ課

(571)3234

(585)1634FAX

市からのお知らせ�
平成16年度下半期（10月～平成17年3月）

スポーツ・温水プール教室

付加年金とは、老齢基礎年金に上乗せして支給さ

れる年金です。

毎月の保険料に400円を加算して納めれば、200

円に納付月数を乗じた金額が年間の年金受給額に加

算されます。

※　希望する場合は、年金手帳を持って年金担当窓

口で手続きしてください。

問い合わせ先 国保年金課年金担当

(584)1111 (584)1141FAX

ご存知ですか？

国民年金付加年金

教室名� 対象� 期間� 曜日�回数� 時間� 受講料� 定員� 申込期間�

ス
ポ
ー
ツ
教
室
�

温
水
プ
ー
ル
教
室
�

ソフトエアロ�
ビクス教室�

18歳以上の人�

11月20日�
　　  ～12月18日�

平成17年1月12日�
　　      ～2月9日�

午前9時30分�
 ～11時30分�

10月15日�
　　～11月13日�

12月15日�
～平成17年1月5日�

2月1日～16日�

2月15日～27日�

10月1日～17日�

12月1日～19日�

10月1日～17日�

12月1日～19日�

10月1日～17日�

12月1日～19日�

午後7時～9時�

午後2時～4時�

午後3時～5時�

午後5時～7時�

午前10時�
　　　　～正午�

午後7時～9時�

平成17年2月23日�
　　    ～3月23日�

平成17年3月17日�
　　         ～29日�

10月29日�
　　  ～12月17日�

平成17年1月8日�
　　    ～3月26日�

平成17年1月7日�
　　    ～3月25日�

11月17日�
　　  ～12月22日�

平成17年1月19日�
　　      ～3月9日�

平成17年1月6日�
　　    ～3月24日�

平成17年1月21日�
　　    ～3月25日�

10月30日�
　　  ～12月18日�

18歳以上の人�

水の苦手な�
4歳以上の未就学児�

水の苦手な�
小学生�

水の苦手な�
18歳以上の人�

クロールで�
25m以上泳げる�
18歳以上の人�

テーピング�
教室�

初心者�
トレーニング教室�

幼児水泳教室�

小学生�
水泳教室�

初心者�
水泳教室�

平泳ぎ�
水泳教室�

バラエティー�
水泳教室�

土曜ビクス�
教室�

脂肪燃焼�
アクア教室�

ナイトビクス�
教室�

土�

5

4

8

12

12

6

8

8

水�

1,000円�

1,000円�

2,000円�

3,000円�

1,500円�

2,000円�

2,000円�

2,000円�

30人�

20人�

15人�

24人�

28人�

3,000円�

金�

土�

金�

水�

水�

土�

木�

金�

火・木�

※「テーピング教室」�
　のみ別途材料費が�
　必要です。�

国民年金受給額�

定額で40年間�
納付した場合�

付加付きで40年間�
納付した場合�

年間 79万4,500円�
79万4,500円＋（200円×480月）�

年間 89万 500円�

40年間で19万2,000円保険料を多く納付すれば、受給の�
際には年間9万6,000円加算してもらえます。�
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国は、健康寿命の延伸や壮年期死亡の減少を最終

目標に、｢健康日本21｣と題し、生活習慣病を予防す

るための健康づくり運動を推進しています。

これに基づき、市でも計画を策定するため、市民

の健康増進に向けた目標案を作りました。

この案について、また今後取り組んでほしいこと

や取り組みたいことなど、みなさんの意見や要望な

どを聞かせてください。

意見提出方法 9月30日(木)までに、ファックスかE

メール、郵送、または直接窓口で提出する

提出・問い合わせ先 健康課（〒816―0851昇町1

―120）

(501)1134 (501)0051

kenkou@city.kasuga.fukuoka.jp

FAX

声を聞かせてください

健康増進計画の策定に向けて

問い合わせ先　教務課施設計画担当�
1(584)1111　5(584)1153

項　目� 目標案�

栄養・食生活�
　自分の健康状態を認識し、生活習慣病�
を予防する食事をする人が増える�

　運動習慣者が増える　日常生活にお�
ける歩く時間が増える�

　過剰なストレスを感じる人が減る�
　過度の疲労を感じる人が減る�

禁煙、節煙に取り組む人が増える�
分煙に取り組む事業所が増える�

　多量に飲酒する人、妊娠・授乳中に飲�
酒する人が減る　未成年者の飲酒の害�
についての知識を持つ人が増える�

歯の健康管理ができる人が増える�

身体活動・運動�

たばこ�

アルコール�

歯�

休養・こころの�
健康づくり�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

建設用地については、文化財発掘調査を終え、これから
本格的な造成工事を始めます。
建物については、北側に校舎と体育館、南側にグラウン
ドを配置することが決定し、校舎には普通教室が20教室、
特別教室が10教室、屋上にはプールを設置することが決
まりました。この基本設計図は、10月15日号の市報に掲
載します。今後は、より詳しい設計（実施設計）を行って

いきます。
通学路の安全対策については、自治会や学校関係者の協
力を得ながら、検討していきます。
今後、本格的な造成工事や建築工事に取り掛かりますが、
工事を始める前には、地元説明会を行います。日程などに
ついては、それぞれ自治会を通して回覧板でお知らせして
いきます。

井上市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆さ

んと意見交換します。気軽にご参加ください。

日程・会場
10月6日(水) 須玖北公民館

10月12日(火) 春日原南公民館

10月13日(水) 日の出町公民館

10月19日(火) サン・ビオ公民館

10月26日(火) 桜ヶ丘公民館

10月27日(水) 岡本公民館

時間 午後7時～8時30分（春日原南地区のみ午後7

時30分～9時）

問い合わせ先 行政管理課

(584)1111 (584)1145FAX

10月の日程

出前トーク「市長と語る」

今年の6月に法律が変わり、小学1～3年の児童も

児童手当の支給対象になりました。

申請が9月30日を過ぎると、4月にさかのぼって

支給できなくなります。該当する人でまだ申請して

いない人は、急いで申請してください。

※　郵送でも申請できます。詳しくは問い合わせて

ください。

申請・問い合わせ先 こども未来課母子児童担当

（〒816―8501春日市役所）

(584)1111 (584)1115FAX

申請期限が迫っています

支給対象年齢引き上げ
に伴う児童手当
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市内の中学生を対象に筑紫保護区保護司会春日支部が行った｢社会を明るくする運動｣作
文コンクールの優秀作品を紹介します。

あれは、私たちが小学校4年生になったこ
ろのことです。ある男の子がほかの学校か
ら転入してきました。その子の兄弟は男の
子3人、女の子1人の4人です。入ってきたと
きからその子は、ちょっと内気で、でも面
白い子でした。
私たちのクラスは男女関係なく、みんな
で仲良く遊ぶことがよくありました。その
子もさっそく輪の中に入ってきました。笑
って、笑って、笑って。毎日が本当に楽し
かったです。
ある日、私は男の子に傷があることに気
が付きました。転んですったりしてできた
傷ではなく、何かにぶつけたようなあざが、
腕や足に点々とありました。私は一瞬奇妙
に思いましたが、｢男の子には、よくあるこ
となのかな｣と思い、その子に問うことをや
めました。
夏、プールの時期です。フッと、その男
の子の姿が私の目の中に、入ってきました。
その子もみんなとはしゃぎながら泳いでい
ました。しかし、ただ一つ、気になること
がありました。それは、あのときのあざで
す。治るどころか、また増えていたのです。
それも、足や腕だけではなく、背中など、
身体中どこを見てもありました。

てみたけれど、先生もあまり知らされてな
かったそうです。
私とその子が最後に交わした言葉は、｢そ
の英語、見せてくれん｣｢ちょっと待って。
後でね｣でした。そして今、表紙に書かれた
1、2行の英語のノートをまだ見せることが
できていない自分がいます。たった二言で
交わされた約束。けれど、その約束を守る
ことができず、今も後悔しています。
あの男の子がどんな目にあっていたか分
かっていたのに、少しの力にもなれなかっ
たからです。そしてあんなに暗い光景はも
う二度と、見たくありません。
私は、虐待や差別など人間の精神的な問
題は、人間同士でゆっくりと、そして確実
に解決していくほかないと思います。世界
を見れば難しいように思えますが、自分の
友達や仲間の間からなら始めることができ
ると思います。それは、心から信じ合える
関係を人と人との間で作ることが第一歩に
なるでしょう。そのためには日ごろの生活、
家族との関係、友人との関係の中で、まず、
「相手の立場に立って話を聞くこと」、「相手
の立場に立って話すこと」が必要になると
思います。それこそが「愛のある行為」だ
と思うからです。 （一部割愛）

私の小学校では、｢わんぱくウォーク｣と
いって、冬でも5、6年生は上半身裸、女子
は半袖で体力作りに励みます。4年生以下の
生徒は半袖で参加します。しかし、その男
の子はどんなに寒くても、雪が降って指や
足のつま先の感覚がなくなっていても、体
操服を着るように勧められても着ようとは
しませんでした。気が付くとその子は身体
にはあざや傷をつくり、顔には無数の傷が
ありました。そして日に日に疲れが見え始
め、転入してきたときの元気はなくなり、
笑顔もなんとなくぎこちないような感じに
なってきたのです。それまではすべてをき
ちんとこなしていく、とても真面目な人だ
ったのに、朝ご飯を食べてこなかったり、
とても薄着だったり、私は疑問を抱く反面、
すごく悲しくなりました。
普通、私たちなら休む程の熱があるにも
関わらず、男の子は学校にきた日もありま
した。
先生が家に帰るように言ったときも見る
からに帰りたくないという感じで、とても
つらそうでした。
ある日の朝、男の子は学校にきませんで
した。先生はその子について、あまり詳し
くは話されませんでした。先生に直接聞い

春日西中学校3年　新開
しんかい

玲奈
れい な

さん
いなくなった転校生

優秀作品を紹介します

第54回｢社会を明るくする運動｣作文コンクール

11月6日(土)・7日(日)の文化祭に、作品を展示し

ませんか。

対象 市内に居住または通勤・通学している人

募集作品 書道 絵画 墨絵 写真 木彫 手芸

陶芸 俳句 短歌 盆栽 生け花

応募方法 10月30日(土)午前10時～午後4時に、作

品に出品申込書を添えて、ふれあい文化セン

ター旧館（大谷6―24）に搬入する

※　作品によっては搬入日が異なる場合があります。

作品の規格と搬入日は、出品申込書裏面の要項を

見てください。

出品申込書は、9月29日(水)から市役所ロビー、

いきいきプラザ、ふれあい文化センター、奴国の

丘歴史資料館、各地区公民館にあります。

問い合わせ先 社会教育課公民館担当

(575)4121 (593)7380FAX

作品募集

第31回春日市文化祭
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春日北中学校区の読み聞かせボランティアが、夏休み
に、同校の図書室を使って、交替で読み聞かせを行いま
した。
同校の「子どもの居場所づくり委員会」が、安全、か
つ安心できる活動の場として校舎を開放し、学校と地域
が協力して子どもを育てようと企画したもので、幼児か
ら大人まで幅広い層の住民が参加しました。
厳しい暑さの中、部活動に励んでいた中学生も合間を

見て参加。癒
いや

しのひとときを楽しむように聞き入っていました。
このほか、パソコン教室や吹奏楽、またサッカー、野球、バレーボール、卓球などの運動クラ
ブも開放され、参加者にとっては中学校がとても身近な存在となったようです。
委員長の原尾

はらお

京子
きょうこ

さんは「夏休みだけでなく、今後も継続して行っていきたい」と張り切って
います。

（広報レポーター　水町
みずまち

早苗
さなえ

）

｢水週間｣にちなんだ街頭キャンペーンが、
8月2日、西鉄春日原とJR春日の両駅前で行
われました。
これは、夏場の水不足に悩む福岡都市圏の
市町村が、限られた水資源を大切にしようと、
毎年この時期に行っているもの。
春日原駅前では、井上市長をはじめ市職員
や春日那珂川水道企業団の職員が、通勤途中
の市民に啓発物品を配って節水を呼びかけま
した。

水を大切に使ってね
駅前で｢水｣キャンペーン

中学校に来ませんか
子どもの居場所づくり委員会

今年の夏に、スポーツ大会や文化活動で活躍した、
春日市内の中学生を紹介します。 (敬称略)

第24回全国中学生アーチェリー大会
春日中学校
太田愛梨（1年）RC女子50m×30mの部優勝
中学校体育連盟総合体育大会
春日北中学校
安田智美（3年）県大会水泳女子200m自由形6位
春日西中学校
松隈千恵（3年）県大会剣道女子個人戦3位→九州大
会出場

春日野中学校
バスケットボール部女子　県大会ベスト8
牧野美咲（3年）県大会水泳女子400m自由形6位
山口泰輝（3年）県大会水泳男子1,500m自由形3位
水泳部女子　県大会水泳女子400mメドレーリレー8
位
水泳部男子　県大会水泳男子400mメドレーリレー4
位

春日東中学校
日高誠大（3年）県大会水泳男子100mバタフライ全
国標準記録を突破→全国大会出場

春日南中学校
藤本良太（2年）県大会陸上低学年男子100mハード
ル2位→九州大会出場
加納晴香（1年）県大会陸上1年女子800m3位

おお た　え　り

やす だ とも み

まつくま　ち　え

まき の　み さき

やまぐち たい き

ひ だか ま こ と

ふじもとりょうた

か のう はる か
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「春日リトルラガーズ」
ラグビーの本場ニュージーランドと市内
の子どもたちが、8月19日から30日までの
約2週間、ラグビーを通じてスポーツ交流
しました。
ワイタクリ市の「マッシーラグビークラ
ブ」と市内の「春日リトルラガーズクラブ」
が1990年から相互訪問して続けてきたも
ので、6回目となる今回は、子どもたちと
指導員合わせて94人が来日。
リトルラガーズのメンバー宅にホームス
テイして、交流試合はもちろん、ステイ先
の家族と一緒にスペースワールドを訪れた
り、自動車工場を見学したりして交流を深
めました。
28日、白水大池公園で行われたラグビー
交換会では、白熱した試合が展開される中、
マッシーチームの巧みなプレーに双方の応
援団から歓声が上がっていました。
次回は、3年後にリトルラガーズがワイ
タクリ市を訪問する予定です。

粘り強く食いさがるリトルラガーズチーム

着物姿で日本の
伝統芸能を披露

8月20日、マッシークラブの代

表者が井上市長を訪問。引率は

実行委員長の松本
まつもと

弘樹
ひ ろ き

さん(左

端)とリトルラガーズクラブ代表

の秋吉
あきよし

包雄
かね お

さん(右端)

歓迎レセプション。滞在中の無事
を願う安全祈願に神妙な面持ち

戦い終わってメンバー同士の固い握手。「3年後に
また会おう！」

マッシーチームには、華やかなチア
リーダーも登場

ニュージーランドとの交流を希望する人や、ラグビーに興味のある人は問い合わせてください。

問い合わせ先 春日リトルラガーズクラブ事務局　秋吉
あきよし

954－1551 954－1555FAX

トピックス�
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春
日
市
役
所�

N
H
K
福
岡
放
送
局
は
、「
第
19
回

国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か
2
0
0
4
」

を
記
念
し
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
邦
楽
一

座
が
や
っ
て
き
た
」
の
公
開
録
音
を
行

い
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
演
奏
家
に
よ
る
楽
器

指
導
や
生
演
奏
を
行
い
、
和
楽
器
の
魅

力
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
国
民
文
化
祭

に
向
け
て
雅
楽
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

内
の
中
学
生
の
演
奏
も
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
9
日
(土)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

（
開
場
　
午
後
1
時
〜
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル(

大
谷
6
―

24)

司
会

山
田
や
ま
だ

邦
子
く
に
こ

さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

ほ
か

出
演

▽
春
日
西
・
春
日
南
・
春
日
北

中
学
校
の
生
徒
▽
雅
楽
が
が
く

会
和
か
い
わ

雅げ

音お
ん

▽
筑
紫
楽
所

ち
く
し
が
く
そ

定
員

6
0
0
人
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法

9
月
24
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る
（
一
枚
に
つ
き
一
人

の
み
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
H
K
福
岡

放
送
局
「
邦
楽
一
座
が
や
っ
て

き
た
！
」
係
（
〒
810
―

8
5
7

7
）

(

724)

2
8
4
3

(

724)

2
8
4
4

今
回
は
、
天
拝
山

て
ん
ぱ
い
ざ
ん

で
ハ
イ
キ
ン
グ
で

す
。「
筑
紫
植
物
友
の
会
」
会
員
に
よ

る
木
や
植
物
の
案
内
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
16
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時(

予
定)

集
合
場
所

天
拝
公
園
（
筑
紫
野
市
武む

蔵さ
し

）

※
　
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
人

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

一
人
3
0
0
円
程
度

持
っ
て
く
る
も
の

▽
弁
当
▽
飲
み
物

定
員

40
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法

10
月
6
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

FAX

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

日
時

10
月
10
日
(日)

午
前
9
時
〜

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
6
―

28
）

○
弓
道
大
会

対
象

市
内
に
居
住
す
る
弓
道
経
験

者

※
　
胴
衣
と
袴
、
白
足
袋
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

10
月
5
日
(火)
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
弓

友
事
務
局

1(

582)

0
9
0
5

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
経
験
者

か
春
日
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
所
属
会
員

※
　
試
合
は
3
人
1
チ
ー
ム
の
団
体

戦
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
ペ
ア

FAX

は
当
日
抽
選
し
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法

9
月
30
日
(木)
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

勤
務
先
ま
た
は
所
属
ク
ラ

ブ
名
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
野
な
が
の

博
美
ひ
ろ
み

（
〒
816
―

0
8
3
1
大
谷
5
―

84
―

1
―

6
0
5
）

(

571)

5
6
1
5
（

兼
用
）

○
硬
式
テ
ニ
ス

▽
ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
大
会

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人
か
春
日
市
テ
ニ
ス

連
盟
所
属
会
員
（
男
子
は

50
歳
以
上
、
女
子
は
45
歳

以
上
）

種
目

50
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル

ス
・
65
歳
以
上
男
子
ダ
ブ

ル
ス
・
45
歳
以
上
女
子
ダ

ブ
ル
ス

▽
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
会

対
象

市
内
の
小
学
生
で
、
ラ
ケ

ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

を
準
備
で
き
る
人

※
　
若
葉
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
若

葉
台
西
3
―

4
―

1
）
で
行
い

ま
す
。
運
動
で
き
る
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

9
月
30
日
(木)
ま
で
に
、

FAX

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
勤
務
先
ま
た
は
所
属

ク
ラ
ブ
名
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
テ

ニ
ス
連
盟
事
務
局
　
中な
か

牟む

田た

（
〒
816
―

0
8
2
3
若
葉

台
西
6
―

1
0
3
く
す
の
木

幼
稚
園
内
）

(

571)

0
2
5
4

(

582)

9
5
6
8

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
〜

64
歳
の
人
が
対
象
で
す
。

あ
な
た
の
体
力
年
齢
を
調
べ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

10
月
21
日
(木)

午
後
7
時
〜
9
時
（
予
定
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階
体
育

室
（
大
谷
6
―

28
）

測
定
種
目

▽
握
力
▽
上
体
起
こ
し
▽

長
座
体
前
屈
▽
反
復
横
と
び
▽

立
ち
幅
と
び
▽
20
m
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
（
計
6
種
目
）

定
員

40
人
程
度

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

10
月
5
日
(火)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

FAX

FAX

イ
ベ
ン
ト

公
開
録
音
観
覧
希
望
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
邦
楽
一
座
が
や
っ
て
き
た
」

サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
探
検
隊
第
3
弾

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

各
種
大
会
参
加
者
募
集

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
い
く
つ
？

体
力
・
運
動
能
力
調
査
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日
時

10
月
17
日
(日)（
雨
天
時
24
日
(日)
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

（
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6
―

28
）

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
ベ
テ

ラ
ン
1
2
0
歳
以
上
男
子
ダ
ブ

ル
ス

※
　
参
加
者
数
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
試
合
の
組
み

合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

参
加
費
（
一
人
）

▽
会
員
　
1
0
0
0
円

▽
一
般
　
1
5
0
0
円

申
込
方
法

10
月
8
日
(金)
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ペ
ア
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
、

優
勝
経
験
者
は
優
勝
年
度
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
会
係

（
〒
816
―

0
8
2
3
若
葉
台
西

6
―

1
0
3
）

(

571)

0
2
5
4

(

582)

9
5
6
8

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん

な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

子
ど
も
連
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

○
朝
の
部

練
習
日
時

毎
週
火
（
第
3
週
を
除

く
）
・
土
曜
日

FAX

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(

那
珂
川
町
中
原
5
4
1)

○
夜
の
部

練
習
日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

練
習
場
所

春
日
東
中
学
校
体
育
館

(

若
葉
台
東
1
―

41)

問
い
合
わ
せ
先

▽
酒
田
さ
か
た

(

596)

9
3
7
8
（
昼
間
）

▽
田
中
た
な
か

(

591)

2
3
6
0
（
夜
間
）

※
　
い
ず
れ
も
5
兼
用
で
す
。

10
月
1
日
か
ら
、
廃
棄
す
る
自
動
二

輪
車
は
、
国
内
販
売
メ
ー
カ
ー
や
輸
入

販
売
メ
ー
カ
ー
が
有
料
で
引
き
取
り
ま

す
。料

金
は
、
販
売
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
4
1
2
0
〜
6
8

0
0
円
（
ほ
か
に
収
集
運
搬
料
金
も
必

要
）
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
各
販
売
店

▽
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
受
付
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
）

0
3(

3
5
9
8)

8
0
7
5

0
3(

3
9
0
3)

3
4
8
7

h
ttp
://w
w
w
.ja
rc.o
r.jp
/

廃
棄
物
処
理
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般

廃
棄
物
に
つ
い
て
も
排
出
事
業
者
の
処

理
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
委
託
す
る
際

に
は
、
許
可
証
の
確
認
な
ど
の
確
実
な

手
段
で
、
委
託
業
者
が
廃
棄
物
処
理
の

許
可
業
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
ご
み
減

量
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
下
水
を
も
と
に

作
っ
た
肥
料
で
す
。
有
機
物
や
石
灰
を

多
く
含
む
土
壌
改
良
材
で
、
種
ま
き
や

苗
の
植
付
け
前
の
元
肥
と
し
て
最
適
で

す
。注
文
後
約
2
週
間
で
宅
配
し
ま
す
。

価
格

1
セ
ッ
ト
5
0
0
円
（
10
㎏
入

り
2
袋
、
宅
配
料
・
税
込
み
）

支
払
方
法

宅
配
時
に
商
品
と
引
き
換

FAX

FAX

え
る

問
い
合
わ
せ
先

(財)
福
岡
市
下
水
道
資

源
セ
ン
タ
ー

7
0
1
2
0(

803)

8
0
4

(

807)

5
0
4
4

6
月
末
に
対
象
者
に
送
付
し
た
「
い

き
い
き
健
康
診
査
通
知
」
の
「
病
医
院

一
覧
表
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
和わ

田だ

整
形
外
科
医
院（
表
最
下
段
）」

で
は
、「
結
核
・
肺
が
ん
」
の
検
診
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時

10
月
14
日
(木)
・
26
日
(火)

午
後
2
時
〜
5
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

※
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)
1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX FAX

FAX

鶏
肉
を
生
で
食
べ
た
こ
と
に
よ
る

「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒
」
や
、

牛
の
生
レ
バ
ー
や
加
熱
不
十
分
な
食
肉

な
ど
に
よ
る
「
O
1
5
7
食
中
毒
」
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力

の
弱
い
人
は
、
重
症
化
し
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

生
の
食
肉
や
、
加
熱
不
十
分
な
食
肉

は
食
べ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法

①
食
肉
は
、
中
心
温
度
75
℃
で
1
分
以

上
加
熱
す
る
。
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
焼

肉
な
ど
は
、
大
人
が
十
分
に
焼
い
て

子
ど
も
に
与
え
る
。

②
食
肉
を
扱
っ
た
あ
と
は
、
手
を
石
け

ん
と
消
毒
液
で
よ
く
洗
浄
・
消
毒
す

る
。

③
食
肉
の
調
理
に
使
用
し
た
ま
な
板
や

包
丁
は
、
他
の
食
品
へ
の
汚
染
を
防

ぐ
た
め
、
使
用
後
は
洗
剤
で
よ
く
洗

い
、
熱
湯
ま
た
は
消
毒
液
で
消
毒
す

る
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
衛
生
課
食

品
衛
生
係

(

513)

5
5
8
2

(

592)

8
4
4
4

FAX

環
　
境

健
　
康

第
27
回
春
日
市
市
長
杯

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会（
男
子
）

部
員
募
集

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
愛
好
会

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

自
動
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正

一
般
廃
棄
物
に
も
処
理
責
任

お
届
け
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料「
博
多
の
び
の
び
」

案
内
を
一
部
訂
正
し
ま
す

平
成
16
年
度
い
き
い
き
健
康
診
査

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

食
肉
の
生
食
に
注
意

な
か
ば
る



「
食
は
命
な
り
」。
人
間
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
時
代
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
食
生
活
を

見
つ
め
直
し
、
食
事
を
考
え
る
こ
と
に

よ
る
養
生
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
20
日
(水)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

場
所

菊
池
養
生
園

き
く
ち
よ
う
じ
ょ
う
え
ん

（
熊
本
県
菊
池
郡

き
く
ち
ぐ
ん

泗
水
町

し
す
い
ま
ち

）

※
　
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

内
容

▽
食
品
の
安
全
に
つ
い
て
の
ビ

デ
オ
学
習
▽
竹
熊
た
け
ぐ
ま

園
長
の
養

生
説
法
▽
健
康
食
体
験
▽
農
園

見
学

募
集
人
数

30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

2
2
0
0
円
（
昼
食
代
込

み
）

申
込
方
法

9
月
21
日
(火)
〜
30
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

膠
原
病
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
に

つ
い
て
講
演
し
ま
す
。講
演
終
了
後
は
、

交
流
会
で
情
報
交
換
も
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
1
日
(金)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

FAX

情
報
ひ
ろ
ば

11

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
4
階
中
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

※
　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
24
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
健

康
対
策
課
健
康
増
進
係

(
513)
5
5
8
3

(

592)

8
4
4
4

青
少
年
の
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る
地

域
や
団
体
に
よ
る
活
動
報
告
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
25
日
(土)

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
6
―

24
）

活
動
発
表
者

▽
渡
邉
章
三
さ
ん
（
惣
利
地
区
自
治
会

長
）

▽
高
橋
道
夫
さ
ん
（
春
日
市
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会
）

▽
後
藤
清
忠
さ
ん
（
春
日
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
事
務
局
長
）

FAX

※
　
春
日
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
市
民
会
議

(

584)

3
3
6
6

(

575)

0
7
6
8

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
初
心
者
が
対

象
で
、
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
22
日
(水)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
6
研

修
室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

定
員

60
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
19
日
(日)
に
、
電
話
で

申
し
込
む

※
　
実
技
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ソ
コ
ン
同

好
会
　
恒
崎
つ
ね
ざ
き

(

691)

7
3
4
9
（

兼
用
）

講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
パ
ソ
コ
ン
「
エ
ク
セ
ル
」（
昼
・
夜
）

9
月
21
日
(火)

各
20
人

▽
手
織
・
染
色

9
月
17
日
(金)

13
人

▽
ガ
ス
溶
接
技
能

9
月
16
日
(木)

50
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

671)

6
8
3
1

(

672)

2
1
3
3

FAX FAX FAX

あ
ま
り
料
理
を
し
た
こ
と
が
な
い
60

歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
、
調
理
や
食

事
の
基
礎
知
識
を
教
え
ま
す
。
こ
の
機

会
に
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
・
日
程
（
い
ず
れ
も
3
日
間
）

▽
紅
葉
ヶ
丘
公
民
館

10
月
1
日
(金)
・
22
日
(金)
、
11
月
12
日

(金)
▽
桜
ヶ
丘
公
民
館

10
月
21
日
(木)
・
28
日
(木)
、
11
月
4
日

(木)
▽
泉
公
民
館

10
月
27
日
(水)
、
11
月
10
日
(水)
・
24
日

(水)
▽
春
日
原
公
民
館

11
月
1
日
(月)
・
8
日
(月)
・
15
日
(月)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

費
用

実
費
（
材
料
費
）

定
員

各
10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
高
齢
担

当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

日
程
・
内
容

▽
10
月
19
日
(火)

高
齢
者
の
た
め
の
住

宅
改
造

▽
10
月
26
日
(火)

な
っ
と
く
！
床
暖
房

FAX

▽
11
月
9
日
(火)

防
犯
対
策
の
い
ろ
い

ろ
時
間

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3

―

1
―

7
）

受
講
料

無
料

定
員

各
40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
希
望
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

781)

5
1
6
9

(

715)

5
2
3
0

kika
ku
@
fkjc.o

r.jp

食
品
衛
生
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る「
食
品
衛
生
責
任
者
」の
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
る
講
習
会
で
す
。

対
象

食
品
関
係
の
営
業
者
か
従
事
者

ま
た
は
受
講
希
望
者

日
時

10
月
20
日
(水)
・
21
日
(木)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

※
い
ず
れ
か
1
日
の
み
の
受
講
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
8
研

修
室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

受
講
料

7
0
0
0
円

定
員

各
1
2
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
15
日
(金)
ま
で
に
窓
口

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
（
大

野
城
市
白
木
原
3
―

5
―

25
筑

紫
総
合
庁
舎
内
）

(

575)

5
0
5
6
（

兼
用)

FAX FAX

講
演
・
講
座

参
加
者
募
集

菊
池
養
生
園
研
修

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

膠
原
病

こ
う
げ
ん
び
ょ
う

講
演
会

中
高
年
初
心
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
習
得
法
講
座

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

青
少
年
育
成
の
た
め
の
活
動
報
告
会

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
座

各
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
す

男
性
高
齢
者
料
理
教
室

(財)
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

住
ま
い
づ
く
り
教
室

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

わ
た
な
べ
し
ょ
う
ぞ
う

た
か
は
し
み
ち
お

ご
と
う
き
よ
た
だ

し
ら
き
ば
る



性
別
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
学
習
会
を

行
い
ま
す
。

筑
紫
地
区
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
が
対
象
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師
・
場
所

▽
10
月
28
日
(木)

「
生
涯
学
習
社
会
に

お
け
る
女
性
の
生
き
方
」

石
井
カ
ズ
エ
さ
ん
（
北
九
州
あ
い
の

会
）

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
（
那
珂
川

町
仲
2
9
4
―

1
）

▽
11
月
12
日
(金)

「
老
年
医
学
か
ら
見

た
痴
呆
」

岡
山
昌
弘
さ
ん
（
今
津
赤
十
字
病
院

院
長
）

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
谷
6

―

24
）

▽
12
月
7
日
(火)

「
身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ

ー
を
考
え
る
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
な

ん
だ
ー
？
」

吉
野
あ
か
ね
さ
ん
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
出

前
劇
団
「
お
茶
す
る
ゥ
？
」）

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
（
太
宰
府
市

観
世
音
寺
1
―

3
―

1
）

▽
平
成
17
年
1
月
11
日
(火)

「
日
本
の

国
際
化
と
在
日
外
国
人
の
人
権
」

金
　
泰
泳
さ
ん
（
福
岡
教
育
大
学
助

教
授
）

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
筑

紫
野
市
二
日
市
南
1
―

9
―

3
）

▽
2
月
21
日
(月)

「
こ
れ
か
ら
の
『
地

域
力
』
を
考
え
る
」

林
田
ス
マ
さ
ん
（
大
野
城
ま
ど
か
ぴ

あ
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
）

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

町ま
ち

2
―

3
―

1
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

2
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
1
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

(

575)
4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

○
ワ
ー
ド
中
級
講
座

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

が
対
象
の
、
マ
ウ
ス
検
定
試
験
の
た

め
の
対
策
講
座
で
す
。

日
程

10
月
14
日
(木)
・
19
日
(火)
・
21

日
(木)
・
26
日
(火)
・
28
日
(木)

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
応
用
実
践
講
座

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
知
識

が
あ
る
人
を
対
象
に
、
画
像
処
理
や

バ
ナ
ー
の
作
成
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

FAX

ペ
ー
ジ
の
作
成
を
教
え
ま
す
。

日
程

10
月
15
日
(金)
・
18
日
(月)
・
20

日
(水)
・
22
日
(金)
・
27
日
(水)

※
　
い
ず
れ
も
5
日
間
で
す
。

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

太
宰
府
市
商
工
会
館
（
太
宰
府

市
観
世
音
寺
1
―

2
―

5
）

受
講
料

各
1
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込

み
）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
16
日
(木)
〜
30
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

24
時
間
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
る

「
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員
の
養
成
講

座
で
す
。

対
象

23
〜
65
歳
の
人
で
、
受
講
修
了

後
、
電
話
相
談
員
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
る
人

日
程

10
月
23
日
(土)
〜
平
成
17
年
9
月

（
原
則
と
し
て
隔
週
月
曜
日

計
20
回
）

※
　
こ
れ
以
外
に
宿
泊
研
修
（
土
・
日

曜
日
）
が
2
回
あ
り
ま
す
。

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場

九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
館
研
修
室

(

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
2
―

7
―

FAX

7)

内
容

▽
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
▽

精
神
医
学
▽
法
律
▽
人
権
▽
自

殺
▽
心
の
健
康
　
な
ど

受
講
料

2
万
円

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
い
の
ち
の
電
話

事
務
局

(

713)

4
3
4
3

(

721)

4
3
4
3

子
育
て
の
体
験
談
を
聴
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
ご
ろ
子
育
て
で
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

託
児
（
無
料
・
1
歳
以
上
・
先
着
15

人
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

10
月
5
日
(火)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分

会
場

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

学
習
室
1
（
筑
紫
野
市
二
日
市

南
1
―

9
―

3
）

参
加
費

3
0
0
円(

資
料
代
と
し
て)

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
者

は
子
ど
も
の
月
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
野
口

FAX

(

925)

3
8
7
0
（

兼
用
）

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
6
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯
み

が
き
を
教
え
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
29
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
▽
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX FAX FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学
ぶ

筑
紫
地
区
女
性
大
学

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

福
岡
い
の
ち
の
電
話

相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

筑
紫
野
Ａ
Ｐ
リ
ー
ダ
ー
会

子
育
て
ミ
ニ
講
演
会

子
育
て

「
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
の
紹
介
」

子
育
て
教
室

幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
歯
み
が
き

歯
み
が
き
教
室

ち
ゅ
う

ち
ほ
う

い
し
い

お
か
や
ま
ま
さ
ひ
ろ

い
ま
づ

よ
し
の

か
ん
ぜ
お
ん
じ

キ
ム
　
　
テ

ヨ
ン

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

は
や
し
だ

か
ん
ぜ
お
ん
じ

ま
い
づ
る

ふ
つ
か
い
ち

み
な
み

の
ぐ
ち



情
報
ひ
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国
保
い
ろ
い
ろ

ラ
ジ
オ
「
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」

た
だ
い
ま
放
送
中

国
民
健
康
保
険
中
央
会
が
提
供

す
る
「
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
は
、

週
替
わ
り
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

医
師
な
ど
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
質

問
に
答
え
る
番
組
で
す
。

健
康
づ
く
り
や
病
気
予
防
に
役

立
つ
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

放
送
局

九
州
朝
日
放
送
（
周
波

数
1
4
1
3
k
H
z
）

放
送
時
間

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
48
分
〜
10
時
52

分

※
　
国
民
健
康
保
険
中
央
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
（h

ttp://w
w
w
.

ko
ku
h
o
.o
r.jp
/ken

ko
/

）
で
、

放
送
テ
ー
マ
・
講
師
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
国
保
年
金
課
国

保
担
当

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
1

相
続
・
贈
与
、
売
買
、
多
重
債
務
、

訴
訟
手
続
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時

10
月
2
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
（
太
宰
府
市
五
条
3
―

1

―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

714)

3
7
2
1

(

714)

4
2
3
4

土
地
の
境
界
、
測
量
、
土
地
建
物
表

示
登
記
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

10
月
2
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
（
太
宰
府
市
五
条
3
―

1

―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

同
会
筑
紫
支
部

(

501)

2
9
3
2

(

502)

2
7
5
1

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
程
・
会
場

FAX FAX

▽
10
月
5
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
10
月
7
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町
2
―

2
―

1
）

▽
10
月
19
日
(火)

筑
紫
野
市
役
所
（
筑

紫
野
市
二
日
市
西
1
―

1
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

不
動
産
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

9
月
28
日
(火)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
　
午
後
3
時
ま
で
）

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
曙
町
2
―

3
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
筑
紫
支
部

(

923)

8
9
4
8

(

923)

8
9
6
6

10
月
1
日
〜
7
日
の「
法
の
日
週
間
」

に
ち
な
ん
だ
法
律
相
談
で
す
。

日
時

10
月
7
日
(木)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
、
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4

時

会
場

同
弁
護
士
会
館
3
階
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
城
内
1
―

1
）

定
員

1
0
0
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

9
月
16
日
(木)
午
前
9
時
以

降
に
電
話
で
申
し
込
む

FAX FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

天
神
弁
護
士

セ
ン
タ
ー

(

741)

3
2
0
8
・(

741)

0
9
9
4

10
月
1
日
〜
7
日
の「
法
の
日
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、
弁
護
士
や
公
証
人
な
ど

に
よ
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時

10
月
7
日
(木)

午
前
10
時
〜
3
時

受
付

午
前
9
時
〜

会
場

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央
5

―

5
―

18
）

※
　
先
着
順
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

勤
労
者
、
事
業
主
か
ら
の
労
働
問
題

に
関
す
る
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
日

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

相
談
先

▽
福
岡
労
働
局
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
2
―

11
―

1
）

(

411)

4
7
6
4

(

473)

0
7
3
6

▽
天
神
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
2
―

14
―

2
）

(

739)

2
7
9
0

(

739)

2
7
9
5

FAX FAX FAX

▽
福
岡
中
央
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
福
岡
市

中
央
区
長
浜
2
―

1
―

1
）

(

761)

5
6
0
5

(

761)

5
6
1
6

共
同
募
金
運
動
に
対
す
る
功
労
者
の

表
彰
式
典
と
講
演
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
28
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
6
―

24)

講
演

▽
演
題
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
つ
く
る
に
は
〜
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
の
社
会
復
帰
を

通
し
て
〜
」

▽
講
師
　
中

修
一
さ
ん
（
菊
池
恵
楓

園
退
所
者
の
会
副
会
長
）

問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

(

581)

7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

FAX FAX

相
　
談

福
岡
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

法
の
日
無
料
相
談
会

福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

不
動
産
無
料
相
談
所

福
岡
県
弁
護
士
会

法
の
日
週
間
無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
務
総
合
相
談
所

労
働
関
係
の
悩
み
を
受
付

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

福
　
祉

ご
参
加
く
だ
さ
い

共
同
募
金
運
動
推
進
大
会

キ
ロ
ヘ
ル
ツ

ご
じ
ょ
う

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

ご
じ
ょ
う

き
く
ち
け
い
ふ
う

え
ん



魚
に
は
、E
P
A
や
D
H
A
な
ど

血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
を
低
下
さ
せ
る
作
用
を
持
つ

質
の
い
い
油
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
油
を
落
と
さ

な
い
調
理
方
法
で
作
る
料
理
で
す
。

材
料
（
4
人
分
）

生
サ
ケ
　
4
切
れ

塩
　
小
さ
じ
1
／
2

酒
　
大
さ
じ
2

生
シ
イ
タ
ケ
　
4
枚

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
　
4
本

タ
マ
ネ
ギ
　
小
1
個

バ
タ
ー(

マ
ー
ガ
リ
ン)

大
さ
じ
2

レ
モ
ン
　
1
／
2
個

作
り
方

①
サ
ケ
に
塩
を
振
り
、
10
分
ほ
ど

置
い
て
か
ら
酒
を
振
り
掛
け
る
。

②
タ
マ
ネ
ギ
を
薄
切
り
に
す
る
。

シ
イ
タ
ケ
は
軸
を
取
り
、
十
文

字
に
切
り
目
を
入
れ
る
。
グ
リ

ー
ン
ア
ス
パ
ラ
は
根
元
を
切
り
、

3
〜
4
cm
の
長
さ
に
切
る
。

③
30
cm
の
長
さ
に
切
っ
た
ア
ル
ミ

ホ
イ
ル
に
タ
マ
ネ
ギ
を
敷
き
、

そ
の
上
に
サ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ
、

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
の
順
に
の

せ
る
。

④
バ
タ
ー(

マ
ー
ガ
リ
ン)

を
③
に

の
せ
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
口
を

閉
じ
る
。

⑤
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
④
を
並

べ
、
ふ
た
を
し
て
強
火
で
4
分
、

弱
火
で
15
分
程
度
蒸
し
焼
き
に

す
る
（
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー

で
15
〜
20
分
程
度
焼
い
て
も
よ

い
）。

⑥
皿
に
の
せ
、
く
し
型
に
切
っ
た

レ
モ
ン
を
添
え
る
。

熱
量(

1
人
分)

2
1
0
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）

情
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
、
よ
り
深
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
25
日
(土)
・
10
月
2
日
(土)

（
計
2
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
5
時

会
場

▽
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町

3
―

1
0
1
）
▽
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6
（

兼
用
）

精
神
障
害
者
の
自
立
生
活
支
援
と
地

域
福
祉
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
28
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　

場
所

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
（
大
野
城

FAX

市
白
木
原
3
―

5
―

25
）

演
題

「
共
生
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

〜
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社

会
を
め
ざ
し
て
〜
」

講
師

山
崎
安
則
さ
ん
（
筑
紫
女
学
園

大
学
助
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

592)

3
9
4
2
（

兼
用
）

聴
覚
障
害
者
に
関
わ
る
保
護
者
や
教

員
、
施
設
関
係
者
を
対
象
に
、
講
演
と

公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

日
時

9
月
30
日
(木)

午
前
9
時
20
分
〜
午
後
0
時
30

分
（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

場
所

同
校
図
書
室
（
福
岡
市
早
良
区

荒
江
3
―

2
―

1
）

演
題

「
家
庭
に
お
け
る
聴
覚
障
害
児

へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
〜

読
み
書
き
に
つ
な
げ
る
た
め
の

言
葉
か
け
〜
」

講
師

馬
場
　
顕
さ
ん
（
元
筑
波
大
学

附
属
聾
学
校
副
校
長
）

申
込
方
法

9
月
24
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

FAX

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
校

(

821)

1
2
1
2

(

822)

9
8
6
1

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
高
齢
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
て
い
る

「
第
4
回
ね
ん
り
ん
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化

祭
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
は
、
来
年
開
催
す
る
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
2
0
0
5
」
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
も
兼
ね
て
お
り
、
春
日

市
で
は
11
月
14
日
(日)
に
な
ぎ
な
た
を
開

催
し
ま
す
。

対
象

県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の

人
（
昭
和
20
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

種
目

▽
ね
ん
り
ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
▽
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
卓
球
▽
ゴ
ル
フ
▽
マ
ラ
ソ
ン

▽
社
交
ダ
ン
ス
　
な
ど

※
　
開
催
日
や
会
場
、申
込
期
間
な
ど
、

詳
し
く
は
市
高
齢
障
害
課
、
各
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
に
あ
る
実
施
要
項

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
高
齢
担

当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

FAX FAX

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

筑
紫
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会
「
五
筑
会
」

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

福
岡
県
立
福
岡
聾ろ

う

学
校

移
動
母
子
教
室

募
　
集

参
加
者
募
集

福
岡
県
ね
ん
り
ん
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭

し
ら
き
ば
る

や
ま
さ
き
や
す
の
り

あ
ら
え

ば
　
ば
　
　
あ
き
ら

つ
く
ば
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対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
（
業
者
は
不
可
）

※
　
食
品
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

10
月
17
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

県
営
春
日
公
園
（
原
町
3
―

1

―

4
）

出
店
料

2
0
0
0
円

定
員

50
組(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

9
月
24
日
(金)
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
販
売
品
目
、

搬
入
車
両
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係(

〒

816
―

0
8
2
5
伯
玄
町
2
―

24)

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

6
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

部
門

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
（
幼
稚
園
年
長

〜
小
学
2
年
生
8
月
）

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
（
小
学
2
年
生
9
月

〜
小
学
5
年
生
8
月
）

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
小
学
5
年
生
9

月
〜
中
学
2
年
生
8
月
）

※
　
20
歳
以
上
の
人
は
、
指
導
者
と
し

て
登
録
で
き
ま
す
。（
資
格
取
得
が

必
要
）。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

FAX

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
春
日
第
3
団
事
務
局
　
中
尾

(

501)

2
8
5
7
（

兼
用
）

外
国
人
が
関
与
す
る
刑
事
事
件
の
裁

判
手
続
き
時
に
必
要
な
通
訳
人
候
補
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
言
語

▽
ア
ラ
ビ
ア
語
▽
イ

タ
リ
ア
語
▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

▽
ベ
ト
ナ
ム
語
▽
ウ
ル
ド
ゥ
語

▽
シ
ン
ハ
リ
語
▽
中
国（
上
海
）

語
▽
ド
イ
ツ
語
▽
ト
ル
コ
語
▽

パ
ン
ジ
ャ
ビ
語
▽
フ
ィ
リ
ピ
ノ

（
タ
ガ
ロ
グ
）
語
▽
フ
ラ
ン
ス

語
▽
ヘ
ブ
ラ
イ
語
▽
ペ
ル
シ
ャ

語
▽
ベ
ン
ガ
ル
語
▽
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
▽
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
▽
ロ
シ

ア
語

※
　
中
国
（
上
海
）
語
に
つ
い
て
は
緊

急
の
た
め
、
9
月
30
日
(木)
ま
で
に
電

話
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

同
裁
判
所
刑

事
訟
廷
事
務
室

(

781)

3
1
4
1

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
予
約
の
受
付

FAX

は
、
ホ
ー
ル
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
1
年
前

か
ら
、
そ
れ
以
外
の
施
設
は
6
カ
月
前

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
社
主
催
の
事
業
な
ど
が

増
加
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
日
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
同
セ
ン
タ
ー
の
空
室
状
況
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

584)

3
3
6
6

(

501)

1
6
6
9

http://w
w
w
.reserve.city.kasu

g
a.fukuo

ka.jp/

8
月
30
日
の
台
風
接
近
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
や
よ
い
」
の
運
行

を
一
時
休
止
し
ま
し
た
。

荒
天
や
災
害
な
ど
の
影
響
で
「
や
よ

FAX

い
」
の
運
行
に
支
障
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
西
鉄
路
線
バ
ス
に
準
じ
て
運
行

を
休
止
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

交
通
機
関
運
行
状
況
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
運
行
休
止
の
情
報
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX

冒
険
し
ま
せ
ん
か

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
3
団

福
岡
地
方
裁
判
所

通
訳
人
候
補
者

出
店
者
募
集

市
商
工
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

そ
の
他

春
日
市
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

施
設
利
用
予
約

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

荒
天
時
の
運
行
休
止

園　名� 電話番号� 説明会日時�

須玖幼稚園（須玖北8―56）�

森の木幼稚園（昇町2―85）�

春日幼稚園（春日3―42）�

くすの木幼稚園（若葉台西6―103）�

泉ヶ丘幼稚園（泉2―2）�

宝幼稚園（宝町4―14―1）�

もみの木幼稚園（上白水445―2）�

春日小鳩幼稚園（岡本1―86）�

恵星幼稚園（春日原北町4―23）�

582－9830�

592－3977�

501－3425�

571－0254�

574－4154�

591－2414�

582－4292�

581－5905�

501－7635

10月4日(月)　午前10時30分～�

10月8日(金)　午前10時～�

10月13日(水)　午前10時～�

10月14日(木)　午前10時～�

10月16日(土)　午前10時30分～�

10月16日(土)　午前9時30分～�

10月19日(火)　午前10時～�

10月20日(水)　午前10時～�

10月21日(木)　午後1時～�
けいせい�

市内に9園ある私立幼稚園の平

成17年度新入園児を募集します。

対象 満3～5歳児

願書配布 10月1日(金)～

願書受付 11月1日(月)～

※　願書、入園要項などの配布や

願書の受付は、それぞれの園で

行います。なお、受付は定員になり次第締め切ります。

保育内容など詳しくは、各園の説明会に出席するか、直接お問い合

わせください。

○延長保育

通常の保育終了後、夕方まで園児を預っています。

○私立幼稚園就園奨励費

市は、幼稚園教育の振興を目的に、私立幼稚園に通う園児の保育料

を、保護者の所得状況や通園児童数に応じて補助しています。

※　詳しくは、各幼稚園または市教務課に問い合わせてください。

新新新新入入入入園園園園児児児児募募募募集集集集 春春春春日日日日市市市市内内内内私私私私立立立立幼幼幼幼稚稚稚稚園園園園

な
か
お



肥満とは、体に必要以上の脂肪を蓄えている状態です。

肥満になると内臓に負担がかかります。

人はなぜ太るのか

平成14年国民栄養調査によると、30～60歳の男性と

60歳以上の女性の約3割が肥満であるといわれています。

人間は、あまり体を動かさないと、摂取エネルギーが

余分な脂肪として体内に蓄積されていきます。これが肥

満の原因となるのです。

肥満のタイプを知ろう

肥満の指標には、「BMI（体格指数）」がよく用いられま

す。この値が22前後の人が最も病気にかかりにくいと言

われており、25以上の人は肥満と判定されます。

BMI＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)

また、肥満には脂肪のつき方によって2つのタイプがあ

ります。 BMIで肥満と判定された人は、ウエスト（おへ

そ）周りとヒップ（お尻）周りを測定して、ウエスト・

ヒップ（W／H）比を出し、どちらのタイプに該当するか

判定してみましょう。

W／H比＝ウエスト(cm)÷ヒップ(cm)

○男女ともW／H比が0.7以下―「洋ナシ型肥満」

皮膚の下に脂肪がついている肥満で、お尻・太もも

などがふっくらとしている。若い女性に多い。

○男性1以上、女性0.9以上―「リンゴ型肥満」

内臓周辺に脂肪がついている肥満で、男性や更年期

以降の女性に多い。生活習慣病との関わりが大きい。

肥満になりやすい人とは

現在、肥満ではない人でも、将来的に肥満になる可能

性はあります。生活習慣病との関わりが大きい「リンゴ

型肥満」の危険度をチェックしてみましょう。

ひとつでも当てはまる項目がある人は注意が必要です。

□満腹になるまで食べてしまう
□よく間食をしてしまう
□アイスクリームやスナック菓子をよく食べる
□清涼飲料水や炭酸飲料などのジュースをよく飲む

□緑黄色野菜が嫌い
□移動は車を使うことが多く、歩くことが少ない
□タバコを吸う
肥満予防のために

肥満予防は、自分に制限をかけすぎず、できることに

継続して取り組むことが大切です。

まず、食生活を見直しましょう。極端な減量食は長続

きせず、リバウンドしてしまいがちです。高エネルギー

食品に注意し、腹八分目を心掛けましょう。

また、ウォーキングなど無理のない運動から始めてみ

ましょう。毎日の体重をグラフ化するのも効果的です。

健康課保健師　寺田
てらだ

貴代
き よ

冬ごもり前のダイエット教室

生活習慣を見直し、肥満を改善する教室です。あなた

も参加してみませんか。

対象 BMIの値が25以上の人

日程・内容

10月7日(木) 開講式・講義

10月14日(木) 健康チェック

10月21日(木) 運動実技

10月28日(木) 栄養講義

11月4日(木) 調理実習

12月9日(木) 運動実技

1月13日(木) 運動実技

2月10日(木) 修了式・健康チェック

※　この日程のほかに、いきいきルームのフリーコース

体験を行います。

時間 午前10時～正午（11月4日は午後1時まで）

会場 いきいきプラザ（昇町1―120）

受講料 1,000円

定員 30人（申込先着順）

申込方法 9月17日(金)～30日(木)に、電話かファック

スで住所、氏名、年齢、電話番号、BMIの値を伝

える

申込・問い合わせ先 健康課　

1(501)1134 5(501)0051

肥満は万病のもとこんにちは保健師です�

情
報
ひ
ろ
ば
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春
日
市
商
工
会
で
は
、
現
金
1
万
円

が
5
0
0
本
当
た
る
抽
選
券
フ
ェ
ア
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
を
は
っ
て
い
る
加
盟
店

で
、
お
買
い
上
げ
千
円
ご
と
に
抽
選
券

1
枚
を
差
し
上
げ
ま
す
。

開
催
期
限

9
月
30
日
(木)

※
　
10
月
17
日
(日)
の
「
商
工
ま
つ
り

（
春
日
公
園
）」
で
、
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
未
納
保
険
料
の
納
付
相
談
や
支
払

い
も
受
け
ま
す
。

日
時

9
月
24
日
(金)
・
29
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
物

年
金
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

同
社
会
保
険
事
務
所

(

552)

6
1
1
1

FAX

ご
存
知
で
す
か
？

１
万
円
が
当
た
る
抽
選
券
フ
ェ
ア
！

南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

年
金
相
談
を
行
い
ま
す



春日市子育て支援センター�
（須玖南2-120春日市すくすくプラザ内）�

1584-1010　5584-7739�
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

絵本の読み聞かせは、豊かな心やこと

ばを育み、親子の心のふれあいを生みま

す。

また、親子で絵本を楽しむ中で、一つ

の世界を共有し、語り合うことで、子ど

もは親への信頼感を育てます。

幼児期は、心を育てる大切な時期です。

この時期に繰り返し読み聞かせを体験す

ることで、話を聞く態度や集中力が身に

ついていくのです。

子育て支援センターたんぽぽルームで

も、定期的に絵本の読み聞かせを行って

います。ぜひ参加してみてください。

日時 毎月第3木曜日　午前11時～正午

※　同時に、読み聞かせについての質問

に答える読書相談も行っています。

牛乳パックで簡単に作れます。
4枚の羽根がくるくる回って、とってもきれいで

す。小さい子どもでも簡単に回せます。
模様を描いたり、飾りを付けたりして、あなた

だけのこまを作ってみましょう。

大和保育所では、子どもたち一人ひとりの自発
性や意欲、周りの人への信頼感を育てる「応答的
保育」を行っています。
0～2歳児は、それぞれ年齢ごとに担当の保育士

が付き、家庭的な保育を行っています。
3～5歳児は「異年齢混合保育」を取り入れ、自

分で活動を選び、その活動に集中し、できた・終
わったという充実感を味わえるような保育を行っ
ています。

毎月1回、老人の
デイケアセンター
を訪問するなど、
地域との交流も大
切にしています。
保育所に入所し

ていない子どもも一緒に参加できる地域活動も行
っています。一度のぞいてみませんか。
主な地域活動
園庭開放

日時 毎日　正午まで
地域公開保育あそぼ会（わらべうたや手作りお

もちゃの紹介など）
日時 毎月10日・20日　午前10時～11時

問い合わせ先 同保育所　1(571)3267

絵本の読み聞かせ

くるくるこま�

～保育所情報「大和保育所」～

カ
ン
ガ
ル
ー
通
信
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500mlの牛乳パック�

7cm

切り取る�

切り込む�

切り込む�

はさみでしごき内側�
に巻きぐせをつけ、�
中央に重ね合わせる�

ホッチキスで�
とめる�

切る�

クレヨン�
でかく�

色画用紙�

①� ②�

③�
④�



市 の 人 口

●市の人口 109,498人

女 55,794人　男 53,704人

●世 帯 数 42,723世帯
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8月26日に毛勝児童センターで行
われた「そうめん流し」の様子。
竹筒を流れる冷たいそうめんを必
死にすくい上げ、おいしそうに食
べていました。

表
紙
の
写
真

下白水北5丁目の下白水
大塚古墳から出土したもの
です。
古墳を作る際の儀式に使

われたと考えられています。

（奴国
なこく

の丘歴史資料館）

人形
ひとがた

土
ど

製品
せいひん

(8/15現在)

毎年、各県持ち回りで行われる

国民文化祭が、今年、福岡県で開

催されます。春日市では3つの事

業が企画され、そのうちの一つ

｢弥生の里雅楽祭｣が、10月31日、

ふれあい文化センターで行われま

す。この雅楽祭に、春日西、春日

南、春日北の三中学校が、合同で

参加します。

昨年、雅楽器の体験授業を受け

た生徒の内の希望者が、今年の4

月から、雅楽の選択授業を受講。

主に福岡の浄土真宗本願寺派（西

本願寺）の僧侶などで構成する雅

楽会｢和雅
わ げ

音
おん

｣の指導を受けながら、週1回の練習を重ねてきました。

指導者は、｢最初は心配しました。2カ月ほど練習を重ねたころから上達し始め、今では予想以上の出来。雅楽

祭でどこまで演奏できるか楽しみ｣と語っていました。

当日は、｢越
え

天楽
てんらく

｣（合奏）と｢更衣
ころもがえ

｣（合唱）の2曲を披露。時代を越え、春日に響く、和のオーケストラ。本番

が楽しみです。
（注）雅楽とは、奈良時代前後に中国や朝鮮などから輸入した楽舞とそれを模した日本製の楽曲に、その影響下で作られた声楽、神楽

かぐら

など日本古
来の歌と舞を含む、宮廷音楽全般を指します。

国民文化祭で披露　市内中学生が雅楽の演奏に挑戦

夏休みの工作教室が、8月25日、光町児童センターで

行われ、小学校1～6年生10人が参加し、ブタの貯金箱

作りに挑戦しました。

ペットボトルで胴体を、フェルトで目や鼻や足を、モ

ールで尻尾を作成。ホットボンドで接着して組み立てま

した。

細かい作業に苦労しながらも、全員、かわいらしいブ

タの貯金箱を完成。素晴らしい夏休みの宿題(!？)が出来

上がりました。

児童センターで工作教室　ブタの貯金箱作り

右：高さ8.8cm

8
月
26
日
に
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
合
同
練
習
。

北
中(

左)

が
笙
し
ょ
う
、
西
中(

中
央)

が
龍
笛

り
ゅ
う
て
き
、
南
中(

右)

が
篳
篥
ひ
ち
り
き

を
担
当
。

▲


